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既刊「電中研レビュー」ご案内

電中研レビュー第44号｢石炭ガス化複合発電の実現に向け

て｣をお届け致します。

今回ご紹介致します｢石炭ガス化複合発電（IGCC）技術｣

は、資源の乏しい我が国において、エネルギーセキュリティ

ーと地球温暖化の観点から、官民が一体となり、豊富な埋蔵

量を有する石炭資源を、環境に優しく高効率に活用できる火

力発電の発電方式として20年以上の歳月を経て、研究開発を

行って参りました貴重な成果を紹介するものであります。

我が国での事業用IGCCとして開発が行われている噴流床

方式石炭ガス化複合発電技術の開発経緯を振り返りますと、

本文にも記載のとおり、1980年12月に中電協技術開発推進会

議の小委員会としての石炭ガス化専門部会が設置されて以来、

火力新技術研究会、火力新技術調査委員会での各種検討を経

て、大容量化、炭種適合性、環境保全性、負荷応答性等に優

れた噴流床方式の石炭ガス化複合発電技術を官民一体で開発

することとなり、これにより本技術開発が本格的にスタート

したと言えます。

このような流れの中で、当研究所も中電協からの依頼を受

け、石炭ガス化複合発電技術調査及びパイロットプラントの

概念設計を実施すると共に、その後、NEDOからの委託を受

けて、パイロットプラント基本計画策定のためのフィージビ

リティー・スタディ（FS）を実施しました。そこでの結果

は、NEDOによりパイロットプラントの基本計画として取り

纏められ、国の各種委員会に諮問され、パイロットプラン計

画は実行に移される事となりました。

その後、1986年には10電力会社と電中研から成る石炭ガス

化複合発電技術研究組合が設立され、勿来200トン/日のパイ

ロットプラント計画が開始され、1991年度より運転が開始さ

れ、スラッギングトラブルに苦しんだものの、最終的には

789時間の連続運転時間を達成し、1996年度に成功裡に終了

しました。本成果は、実証機計画に関する検討に用いられ、

実証機FSがNEDOより東京電力に委託されました。実施に

は、東京電力を中心とした10電力会社及び当研究所による共

同研究契約を締結し、各法人の協力の下、FSが実施されま

した。その結果を踏まえ、1999年度より、電力共同研究とし

て実証機計画がスタートし、2000年度までは東京電力が、

2001年度６月より、日本の９電力会社と電源開発の共同出資

で設立された�クリーンコールパワー研究所が実施主体とな

り、計画を推進中であります。

このように、官民一体となって実施して参りましたIGCC

の技術開発。同技術による発電が普及すると、LNGに対す

る価格牽制力としての効果や、将来は燃料電池との組み合わ

せによる50％以上の送電端熱効率も可能とされており、現在

想定されている石炭火力新技術の中では最も高い効率を狙え

る、我が国にとって保有すべき重要な技術であります。

今回のレビューでは、これまでの研究開発の経緯や、そこ

から生まれた成果を詳しく紹介し、日本が世界に誇れる21世

紀の国産技術であるIGCC技術について、少しでも皆様のご

理解の一助となれば幸いで御座います。

最後になりましたが、本レビューで巻頭言をお引受け頂き

ました�クリーンコールパワー研究所取締役社長大西博康様

には、心より御礼申し上げます。
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